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Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

1 （１）

教

科

の

特

質

に

応

じ

て
、

「

教

育

の

目

的
」

及

び
「

教

育

の

目

標
」

の

達

成
、

「

本
県
教
育
が
目
指
す
人
間
像
」

の
育
成

に

資

す

る

内

容
、

構

成

と

な
っ

て

い

る

か
。

（２）

郷
土
「

長
崎
」

の
伝
統
・
文
化
や
歴
史
、

自
然

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
学
習
に
生
か
せ
る
題

材
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

・３年「あなたへのメッセー
ジ」では、内村航平選手の写
真とメッセージが紹介されて
いる。
４年「日本に伝わる『祭
り』」では「長崎くんち」が
紹介されている。

生命尊重、いじめ問題につい
て考えを深める教材を重視す
るとともに、目次においても
強調することで、命を大切に
する心や思いやりの心、規範
意識や社会性など豊かな人間
性を育むことができるよう配
慮されている。また、「学び
の手引き」のコーナーを設け
ることで、子どもが自ら教材
をとおして考えたり話し合っ
たりできるよう配慮されてい
る。

・子どもの成長の過程を踏まえ
るとともに、年間を通して生
命の尊さについて学べるよう
教材が配置されている。ま
た、教材文の後に学習の手引
「考えよう」を配置し、めあ
てを示すとともに、問題を明
らかにする問い、考えを深め
る問いなど様々な問いを位置
付けることで、主体的に道徳
性を高めていくことができる
よう配慮されている。

教
育
基
本
法
の
理
念
や
第
二
期
長
崎
県
教
育
振
興
基
本
計
画
の
趣
旨
・
内
容
を
踏
ま
え
、

豊

か
な
人
間
性
の
育
成
を
図
る
上
で
の
特
長

・６年「活やくしている日本の
スポーツ選手」では、内村航
平選手の演技中の写真が紹介
されている。

・５年「日本のナイチンゲー
ル」では、井深八重が長崎県
立高等女学校英語教師であっ
たことが紹介されている。

・３年「ぼくらしさってなんだ
ろう」では、体操の白井選手
を褒める内村航平選手の言葉
が紹介されている。

　　  　　　発行者
 観点 東京書籍 学校図書 教育出版 光村図書出版

・いじめを直接的に扱った教材
と間接的に扱った教材を組み
合わせて配置することで、い
じめをしない、許さない心を
育むとともに、思いやりの心
や社会性など豊かな人間性を
育むことができるよう配慮さ
れている。また、「つながる
広がる」のコーナーを設ける
ことで、主体的に学んだこと
を他教科とつなげたり普段の
生活に広げたりできるよう配
慮されている。

・内容項目「公正、公平、社会
正義」をいじめ問題解決の糸
口にするとともに、他の内容
項目でも、いじめ問題を取り
扱うことで、人権意識を高
め、思いやりの心や社会性な
ど豊かな人間性を育むことが
できるよう配慮されている。
また、「アクティブ」のコー
ナーを設けることで、主体的
に体験活動や話し合い活動に
取り組めるよう配慮されてい
る。

・
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Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

1 （１）

教

科

の

特

質

に

応

じ

て
、

「

教

育

の

目

的
」

及

び
「

教

育

の

目

標
」

の

達

成
、

「

本
県
教
育
が
目
指
す
人
間
像
」

の
育
成

に

資

す

る

内

容
、

構

成

と

な
っ

て

い

る

か
。

（２）

郷
土
「

長
崎
」

の
伝
統
・
文
化
や
歴
史
、

自
然

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
学
習
に
生
か
せ
る
題

材
が
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

５年「世界に羽ばたく『航平
ノート』」では、内村航平選
手が題材として紹介され、
「知っていますか、日本の世
界遺産」では明治日本の産業
革命遺産として長崎県が紹介
されている。

・６年「夢に向かって」では、
内村航平選手が小学校時代に
練習に励む様子や航平ノート
が写真入りで紹介されてい
る。

・いじめを生まない力を引き出
すために、教科書全体にいじ
め防止につながる教材が広く
横断的に配置されている。ま
た、より効果的な学習が展開
できるよう、関連教材の後に
４種類の学び方「深めよう・
つなげよう・やってみよう・
広げよう」を明示すること
で、目的意識をもって主体的
に道徳性を高めることができ
るよう配慮されている。

・各学年に「命の教育」に関す
る特別ページを設けること
で、生命を尊重する心を育む
ことができるよう配慮されて
いる。また、全ての教材文の
後に学びの手がかりとなる
「考えよう話し合おう」を位
置付け、発問を明示すること
で、対話的な学びを通して主
体的に道徳性を高めることが
できるよう配慮されている。

教
育
基
本
法
の
理
念
や
第
二
期
長
崎
県
教
育
振
興
基
本
計
画
の
趣
旨
・
内
容
を
踏
ま
え
、

豊

か
な
人
間
性
の
育
成
を
図
る
上
で
の
特
長

・３年「心のベンチ」では、日
本のおもてなしの心を考える
教材として、「長崎県総おも
てなし運動」作文コンクール
入選作品と長崎市香焼町の海
の写真が紹介されている。

・３年「世界一うつくしい体そ
うをめざして」では、内村航
平選手が題材として紹介さ
れ、他の学年でも長崎県と縁
の深い人物や事物が紹介され
ている。

・

　　  　　発行者
 観点 日本文教出版 光文書院 学研教育みらい 廣済堂あかつき

・いじめ防止と生命の尊厳を重
要なテーマに位置付け、複数
の教材を数時間続けて学習で
きるようにすることで、思い
やりの心や規範意識、社会性
など豊かな人間性を育むこと
ができるよう配慮されてい
る。また、「考えてみよう」
「見つめよう　生かそう」の
コーナーを設けることで、子
ども自らが考えたり暮らしと
つなげたりできるよう配慮さ
れている。

・生命の尊厳に重点を置き、全
教材で学習の展開「問いをも
つ・考える・まとめる・広げ
る」を明示することで、命を
大切にする心や思いやりの心
を育むとともに、主体的に道
徳性を高めることができるよ
う配慮されている。また、問
いやヒントを紙面全体に配置
し、学習の展開をイメージし
やすくすることで、主体的に
問題解決ができるよう配慮さ
れている。
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Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

2 （１）

児
童
の
発
達
の
段
階
に
即
し
、

ね
ら
い
を
達

成

す

る

た

め

に

適

切

に

配

慮

さ

れ

て

い

る

か
。

（２）

児
童
が
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

人
間
と
し
て

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
適
切
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

（３）

指
導
方
法
を
工
夫
で
き
る
よ
う

言
語
活
動
や
問
題
解
決
的
な
学

習
や
道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
等
に
つ
い
て
適
切

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

　　  　　　発行者
 観点 東京書籍 学校図書 教育出版 光村図書出版

教材文の後に学習の手引「か
んがえよう」を設け、問題解
決的な学習や体験的な学習を
取り入れた指導を行うこと
で、児童が道徳的な価値を自
分とのかかわりの中で考える
ことができるよう配慮されて
いる。

低学年では身近な話や物語を
取り上げ、高学年になるにつ
れ、杉原千畝や寺川綾など先
人や著名人、スポーツ選手
の、夢や目標達成のための人
知れぬ努力や苦悩などを取り
上げることで、人間としてよ
りよく生きることの喜びや勇
気を感じ取ることができるよ
う配慮されている。

・低学年では身近な話を取り上
げ、発達の段階に即してやな
せたかしや国枝慎吾など先人
や著名人、スポーツ選手の、
夢や目標達成のための人知れ
ぬ努力や苦悩などを取り上げ
ることで、人間としてよりよ
く生きることの喜びや勇気を
感じ取ることができるよう配
慮されている。

・「問題を見つけて考える」の
ページを設けて児童が問題意
識を抱くようなメッセージを
投げかけたり、それに関連す
る題材を意図的に掲載したり
することで、問題解決的な学
習が展開できるよう配慮され
ている。

・「はなしあおう」「かいてみ
よう」「やってみよう」の
マークを使い、道徳的価値に
迫る効果的な活動につながる
発問を掲載することで、問題
解決的な学習や体験的な学習
ができるよう配慮されてい
る。

・役割演技を行う「ジャンプ」
やソーシャルスキルトレーニ
ング等を行う「スキル」の
コーナーを設けることで、道
徳的行為に関する多様な形態
で体験的な学習ができるよう
配慮されている。

・

学
習
指
導
要
領
の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
上
で
の
特
長

・低学年では身近な話や物語を
取り上げ、発達の段階に即し
て、宮沢賢治や辻井伸行など
先人や著名人、スポーツ選手
の、夢や目標達成のための人
知れぬ努力や苦悩などを取り
上げることで、人間としてよ
りよく生きることの喜びや勇
気を感じ取ることができるよ
う配慮されている。

・低学年では身近な話や寓話を
取り上げ、発達の段階に即し
て、本田宗一郎や吉田沙保里
など先人や著名人、スポーツ
選手の、夢や目標達成のため
の人知れぬ努力や苦悩などを
取り上げることで、人間とし
てよりよく生きることの喜び
や勇気を感じ取ることができ
るよう配慮されている。

・

・教科等の学習や日常生活と関
連付け、効果的に指導するこ
とができるよう、教材文の後
や巻末に「つながる・広が
る」のコーナーを配列するこ
とにより、児童の発達の段階
に即した学習が深まるよう配
慮されている。

・学校行事との関連を意識した
配列にするとともに、学校生
活や家庭生活、現代的な課題
などを「読みものコラム」と
して位置付けることにより、
児童の発達の段階や興味・関
心に即した学習が深まるよう
配慮されている。

・学校行事との関連を意識した
配列にするとともに、他教科
と関連のある補充教材を巻末
に位置付けることにより、児
童の発達の段階や季節感、興
味・関心に即した発展的な学
習が展開できるよう配慮され
ている。

・児童の成長を見通し、年間を
四つのまとまりに分けるとと
もに、２年以上の教材文の後
に「つなげよう」のコーナー
を設けることにより、児童の
発達の段階に即して他教科や
日常生活と関連付けた学習が
できるよう配慮されている。
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Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

2 （１）

児
童
の
発
達
の
段
階
に
即
し
、

ね
ら
い
を
達

成

す

る

た

め

に

適

切

に

配

慮

さ

れ

て

い

る

か
。

（２）

児
童
が
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

人
間
と
し
て

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
適
切
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

（３）

指
導
方
法
を
工
夫
で
き
る
よ
う

言
語
活
動
や
問
題
解
決
的
な
学

習
や
道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
等
に
つ
い
て
適
切

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

日本文教出版 光文書院 学研教育みらい 廣済堂あかつき
　　  　　発行者
 観点

・３年以上に「活動しよう」
「もっと考えよう」のコー
ナーを設けることで、言語活
動や問題解決的な学習、道徳
的行為に関する体験的な学習
ができるよう配慮されてい
る。

・教材の後に「学習の手引き」
として、学習の参考例を示す
ことで、児童が主体的に解決
に取り組む問題解決的な学習
や体験的な学習を取り入れる
ことができるよう配慮されて
いる。

・教材文の冒頭に主題の導入に
かかわる問いを設け、児童に
問題意識をもたせることで、
学習意欲を高めるとともに、
問題解決的な学習や体験的な
学習に取り組めるよう配慮さ
れている。

・教材文の後に「やってみよ
う」、「ふかめよう」のコー
ナーを設けることで、問題解
決的な学習や役割演技など道
徳的行為に関する体験的な学
習ができるよう配慮されてい
る。

各教科における学習内容や他
の教育活動などとの関連を考
慮するとともに、一部の項目
を２時間連続で配置し掲載順
に取り扱えるようにすること
で、重点的・効果的な学習が
できるよう配慮されている。

学
習
指
導
要
領
の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
上
で
の
特
長

・低学年では身近な話や寓話を
取り上げ、高学年になるにつ
れ、魁皇関や山中伸弥教授な
どの登場人物が夢に向かう中
で悩み葛藤する姿、それを克
服していく強い意志や努力す
る姿を取り上げることで、人
間としてよりよく生きること
の喜びや勇気を感じ取ること
ができるよう配慮されてい
る。

・低学年では身近な話を取り上
げ、高学年になるにつれ、ア
ルフレッド・ノーベルや浅田
真央など先人や著名人、ス
ポーツ選手の、夢や目標達成
のための人知れぬ努力や苦悩
などを取り上げることで、人
間としてよりよく生きること
の喜びや勇気を感じ取ること
ができるよう配慮されてい
る。

・低学年では身近な話や物語を
取り上げ、高学年になるにつ
れ、上野由岐子やウォルト・
ディズニーなど児童になじみ
の深い人物の、夢や目標達成
のための人知れぬ努力などを
取り上げることで、人間とし
てよりよく生きることの喜び
や勇気を感じ取ることができ
るよう配慮されている。

・低学年では身近な話や寓話を
取り上げ、発達の段階に応じ
て、北里柴三郎や澤穂希など
先人や著名人、スポーツ選手
の、夢や目標達成のための人
知れぬ努力や苦悩などを取り
上げることで、人間としてよ
りよく生きることの喜びや勇
気を感じ取ることができるよ
う配慮されている。

・他教科等との関連を考慮した
教材配列にするとともに、学
年前半は学級づくりや人間関
係づくり、後半はふり返りや
深化・発展に重点を置くこと
で、児童の発達の段階に即し
て学習を深めることができる
よう配慮されている。

・発展の工夫として、｢広げる｣
段階を設定し、教材間にコラ
ムを設け活用できるようにす
ることで、道徳の学習で学ん
だことを生活の場や他教科・
領域、実生活や地域社会へと
つなげることができるよう配
慮されている。

・特別活動をはじめ、他教科等
の学習との関連を重視した配
列にするとともに、重点的に
扱う内容項目は目次やページ
左上の色付けで強調し、年間
を通して複数の時間で扱うこ
とで、学習が深まるよう配慮
されている。

・

－4－



Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

2

・

　　  　　　発行者
 観点

・

東京書籍 学校図書 教育出版 光村図書出版
（4） ・３年以上では、他教科との関

連を図りながら道徳的価値に
ついて考える「つながる・広
がる」のページを設けること
で、物事を多面的・多角的に
考えることができるよう配慮
されている。

・「活動」編に国語科や社会科
など他教科と関連のある教材
を取り入れたり、言語活動を
盛り込んだりすることで、物
事を多面的・多角的にとらえ
ることができるよう配慮され
ている。

・
学
習
指
導
要
領
の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養

う
上
で
の
特
長

公
正
な
視
点
か
ら
、

児
童

の
発
達
の
段
階
に
即
し
、

物
事
を
多
面
的
・
多
角
的

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
適
切

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

(５)

教材文の後にある学習の手引
「かんがえよう」に発問を設
け、児童に思考を促すこと
で、自分の体験をもとに、多
面的・多角的なものの見方や
考え方ができるよう配慮され
ている。

安全・防災、食育、国際理解
など現代的な課題に対応した
教材を児童の発達の段階に即
して配置するとともに、いじ
め問題については全学年で取
り上げるなど、幅広く題材を
選択している。

・児童の発達の段階に即して
「五輪教育」や「キャリア教
育」など多様な現代的な課題
を取り上げ、特に「情報モラ
ル」「いじめ問題」について
は具体的な生活場面に即した
題材を選択している。

・

巻末に補充教材を、１年では
四つ、その他の学年では五つ
設け、それを関連する教材と
併せて活用することで、物事
を多面的・多角的に考えるこ
とができるよう配慮されてい
る。

「生命尊重」や「いじめの解
消」、「情報モラル」に関す
る教材は、目次で目立つよう
に色別のマークで示したり、
国際理解の教材を必ず取り入
れたりすることで、広く題材
を選択している。

・「キャリア教育」として働く
ことに対する考えを深めるた
めに、実際に働く人のエピ
ソードを紹介するなど、多様
な現代的な課題を発達の段階
に即して配置し、系統的に学
習できるよう配置している。

現
代
的
な
課
題
な
ど
に
お
い

て
、

国
際
的
な
視
野
も
含
め

て
、

広
く
題
材
の
選
択
等
を

行
っ

て
い
る
か
。

(６) 各学年を通して、家族や地域
の人とのかかわりに関して共
感しやすい教材を取り入れる
ことで、家庭や地域社会の一
員としての役割と責任につい
て自覚を深めることができる
よう配慮されている。

家庭や地域社会の人々とのか
かわりに関する教材を多数取
り入れることで、児童が今の
生活を見直したり、これから
の生活について考えたりする
ことができるよう配慮されて
いる。

・教材文に学校生活や家庭生
活、地域での活動など、実生
活の場面を多く取り入れるこ
とで、児童が今の生活と結び
つけて考えたり、家庭や地域
社会と連携して実践したりす
ることができるよう配慮され
ている。

・教材文の後に学習の手引「つ
なげよう」を設けたり、長期
休業中の実践につなぐコラム
を設けたりすることで、学習
したことが家庭や地域で生か
されるよう配慮されている。

家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
し
た
活

用
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
。

・ ・
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Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

2

・

　　  　　　発行者
 観点 光文書院日本文教出版

・

学研教育みらい 廣済堂あかつき

教材文の後にある「考えよう
話し合おう」の問いについて
話し合うことで、他者の多様
な感じ方や考えに触れ、多面
的・多角的なものの見方や考
え方ができるよう配慮されて
いる。

学
習
指
導
要
領
の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養

う
上
で
の
特
長

公
正
な
視
点
か
ら
、

児
童

の
発
達
の
段
階
に
即
し
、

物
事
を
多
面
的
・
多
角
的

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
適
切

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

（4） ・関係する教材の前後に「心の
ベンチ」のコーナーを適宜配
置し、教材に関連した情報を
提供することで、物事を多面
的・多角的に考えることがで
きるよう配慮されている。

・

各教材の下段につぶやきの形
で発問のヒントを配置し、児
童がその考えや意見をもとに
しながら自分自身を見つめ直
すことで、物事を多面的・多
角的に考えることができるよ
う配慮されている。

・「いのちの教育」を重視し各
学年三つの教材を連続して配
置したり、同一テーマを複数
の教材で学習したりできるよ
うするにことで、物事を多面
的・多角的に考えることがで
きるよう配慮されている。

・

３年以上で、巻末に「命を守
ること」、「ともに生きる社
会」、「情報モラル」の観点
でコーナーを特設すること
で、関連する教材と併用して
活用できるなど、広く題材を
選択している。

(５) 「いじめ防止」を重要テーマ
として位置付けるとともに、
「安全の確保」や「情報モラ
ル」、「持続可能な社会」も
併せて配置することで、発達
の段階に即して教材を選択し
ている。

(６)

・「情報モラル」を現代的な課
題の中でも特に配慮が必要な
項目として位置付けたり、い
じめ防止を本編教材の他にコ
ラムとしても取り上げたりす
ることで、発達の段階に即し
た教材を選択している。

・情報モラルに関するマークを
示したり、現代的な課題を取
り扱った複数の教材を発達の
段階に即して配置したりする
ことで、課題解決への意欲や
態度を育む教材を選択してい
る。

家庭生活や地域社会に関連す
る教材の後に、「家の人と
いっしょに考えましょう」と
いうマークを示すことで、家
庭や地域社会との連携が意図
的に促進されるよう配慮され
ている。

・

現
代
的
な
課
題
な
ど
に
お
い

て
、

国
際
的
な
視
野
も
含
め

て
、

広
く
題
材
の
選
択
等
を

行
っ

て
い
る
か
。

家族とのかかわりや出来事、
地域の人との交流や行事等を
内容とした教材文を発達の段
階を考慮して配置すること
で、家族や地域を自分とのか
かわりで考えることができる
よう配慮されている。

家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
し
た
活

用
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
。

・内容項目「伝統と文化の尊
重、国や郷土を愛する態度」
の教材文の後に「心のベン
チ」のコーナーを設け、関連
する情報を提供することで、
地域社会と連携した活用がで
きるよう配慮されている。

・教材文を家庭での出来事や地
域との交流を中心とした内容
にし、家庭や地域の人との交
流や連携を図りやすくするこ
とで、学習したことを児童が
日常生活へつなげることがで
きるよう配慮されている。

・
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Ⅲ　具体項目 特別の教科　道徳

3

・ ・ 持ちやすいB5版で製本され、
各学年での文字の大きさや
フォント、字詰め、行詰めな
どの表記を発達の段階に合わ
せるとともに、余白を工夫す
ることで、文章や挿絵に目が
向くよう配慮されている。

・挿絵を教材文の場面と関連さ
せて掲載したり、自然等の美
しさや崇高さが感じられる色
彩豊かな写真を提示したりす
ることで、学習意欲と学習効
果が高まるよう配慮されてい
る。

・挿絵や漫画、イラストを用い
た教材を提示したり、図表等
で事実をとらえやすくしたり
することで、学習意欲と学習
効果が高まるよう配慮されて
いる。

レ
イ
ア
ウ
ト
や
色
彩
、

文
字
の
大

き
さ
、

挿
絵
の
活
用
、

紙
質
、

製

本
等
に
つ
い
て
は
、

適
切
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

（3） AB判で製本され、行間にゆと
りをもたせて文章が読みやす
いよう配慮するとともに、学
年段階に合わせた文字の大き
さ、字詰や行数にしたり、本
文書体に少し太めの教科書体
を使用したりすることで、発
達の段階に即したものとなる
よう配慮されている。

AB判の二分冊構成で製本さ
れ、「活動」は内容項目ごと
の見開き構成にすることで
「読みもの」の学習との関わ
りを明確にしている。また、
発達の段階に即した文字の大
きさになるよう配慮されてい
る。

・横広のAB版で製本することに
より、見開きページに挿絵や
写真等を大きく掲載したり、
行間を確保したりすること
で、見やすくなるよう配慮さ
れている。また、色と形を用
いたマークを表示すること
で、内容のまとまりが分かり
やすいよう配慮されている。

・４～６年の難解な語句には脚
注を付けることで教材文を読
みやすくしたり、巻末に四つ
から五つの補充教材を加える
ことで、質・量ともに豊かな
記述内容となるよう配慮され
ている。

・振り仮名の付け方に配慮する
ことで読みやすい文になるよ
う工夫したり、各学年に二つ
又は五つのコラムを配置した
りすることで、質・量ともに
豊かな記述内容となるよう配
慮されている。

学
習
効
果
や
使
い
や
す
さ
、

見
や
す
さ
（

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

等
の
観
点
か
ら
の
表
記
・
表
現

や
体
裁
の
特
長

文
章
は
、

わ
か
り
や
す

く
、

質
・
量
と
も
に
豊
か

な
記
述
内
容
と
な
っ

て
い

る
か
。

（2） ・挿絵や写真を大きく掲載し、
教材への興味や理解が深まる
よう配慮されている。また、
漫画のキャラクターを多く用
いることで児童が興味・関心
をもてるよう配慮されてい
る。

・

・

（1） ・意味のまとまりで改行するこ
とによって、読み間違いを防
ぎ、文章の意味がつかみやす
くなるようにしたり、各教科
の道徳教育との関連を巻末の
付録に取り上げることで連携
を図ったりすることができる
よう配慮されている。

・教師の範読時間を５分程度に
想定し、教材が４５分授業に
適した分量になるよう文章量
を配慮するとともに、内容項
目に関連したコラムを複数配
置することで、道徳的価値の
理解を深めることができるよ
う配慮されている。

写
真
、

挿
絵
、

図
表
な
ど
は
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も

に
、

学
習
内
容
と
の
関
連
や
学

習
効
果
に
十
分
配
慮
さ
れ
て
い

る
か
。

漫画のキャラクター等を用い
たり、自然を題材とした教材
に関連した写真やイラストを
多く用いたりすることで、自
然のすばらしさや環境問題に
ついて、児童が興味・関心を
もてるよう配慮されている。

　　  　　　発行者
 観点 東京書籍 学校図書 教育出版 光村図書出版
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3

・

本文の記述との適切な関連は
もとより、内容、掲載点数を
踏まえ、印象的な挿絵や写真
を教材の適所に配置すること
で、興味・関心をもって学習
に取り組み、理解を深めるこ
とができるよう配慮されてい
る。

・イラストを大きく扱うこと
で、児童にとって見やすく親
しみやすい紙面としたり、一
枚の写真や一篇の詩をもとに
考える教材などを取りそろえ
たりすることで、児童の意欲
を喚起することができるよう
配慮されている。

・AB判の２分冊構成で製本さ
れ、白を基調としたゆとりあ
る紙面になっている。マーク
の形状やデザインの違いなど
で必要な情報が読み取れるよ
う配慮されている。

（3） 横広のAB版で製本され、文章
の上部の余白や行間を確保す
ることで読みやすい配置と
なっている。各学年に別冊の
道徳ノートがあり、自分の考
えを書けるよう配慮されてい
る。

・A4判で製本され、視覚的に
ゆったりした紙面となってい
る。すべての読み物が見開き
で始まり、４つの視点ごとに
色分けされ、見通しをもって
学習することができるよう配
慮されている。

・本文の記述をできるだけ平易
で、理解しやすい表現になる
よう工夫したり、読みやすさ
を考えた改行や頭注をつけた
りすることで、児童が内容を
理解しやすくなるよう配慮さ
れている。

文意が伝わりやすいよう文章
構成を工夫するとともに、あ
らすじや登場人物、主題に関
する問い、頭注による補足説
明等を記載することで、分か
りやすく豊かな記述内容とな
るよう配慮されている。

・短い文で構成することで内容
をとらえやすくするととも
に、巻末に付録として五つか
ら六つの教材文を掲載するこ
とで、豊かな記述内容となる
よう配慮されている。

・

・４年までは分かりやすい表現
を用いるとともに、５年以上
は学習上説明を要する文言や
固有名詞などに、必要に応じ
て脚注を付けるなど、発達の
段階に即した表現になるよう
配慮されている。

学
習
効
果
や
使
い
や
す
さ
、

見
や
す
さ
（

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

等
の
観
点
か
ら
の
表
記
・
表
現

や
体
裁
の
特
長

文
章
は
、

わ
か
り
や
す

く
、

質
・
量
と
も
に
豊
か

な
記
述
内
容
と
な
っ

て
い

る
か
。

（2） ・学習の手引では、教材の挿絵
と児童が主体的に学習してい
る写真を区別して提示した
り、４年以上では自然や人の
営み等を印象付ける大きな写
真を掲載したりすることで、
学習意欲と学習効果が高まる
よう配慮されている。

・

（1） ・

馴染みのある漫画のキャラク
ターを用いて興味を引いた
り、１年から３年までには漫
画やイラストを使って場面を
把握しやすい教材提示をした
りすることで、学習意欲と学
習効果が高まるよう配慮され
ている。

・A4版で製本され、教材の扉や
終わりにあるまとめ等は大き
めの文字で記載されている。
また、教材文の下欄には展開
に沿った問いが掲載されてお
り、学習の展開がわかりやす
いよう配慮されている。

写
真
、

挿
絵
、

図
表
な
ど
は
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も

に
、

学
習
内
容
と
の
関
連
や
学

習
効
果
に
十
分
配
慮
さ
れ
て
い

る
か
。

レ
イ
ア
ウ
ト
や
色
彩
、

文
字
の
大

き
さ
、

挿
絵
の
活
用
、

紙
質
、

製

本
等
に
つ
い
て
は
、

適
切
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
か
。

日本文教出版 光文書院 学研教育みらい 廣済堂あかつき
　　  　　　発行者
 観点
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